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本書の表題 Cava-Katheterほ，わが国ではー穀に中心静脈カテーテル(central 
venous catheter，CVカテ〉と呼ばれ，先端を上大静原 (venacava superior) 
においた静探内留置カテーテノレのことである。このカテーテルは中心静蹄圧測定，
緊急待の静Il*確保， 長期開の輪設とくに高カロリー輸液などにさかんに利用され
てお担今や救急医療， 集中医療，麻酔， 重症外科患者の輪液や栄養管理ζ欠くこ
とのできない重要な治療手段となっている。現在このカテーテル挿入には種々の
経路が知られそれぞれ手設の難易， 危険性などに特徴を有するので昌的記応じた
使いわけが必要とされている。本書はこのような観点から書かれた CVカテの手
技すべて立関する解説書である。著者は Ulm大学の救急医療部 Burri，C.教授
と麻酔科 Ahnenielp，F. W.教授で他の 11人の専門医が共同研究者として名を
つらねている。
まず第 1章では CVカテの歴史とその適応に註期待される効用と危険性を十分
考慮すべきとする基本方針が示されている。第2章では CVカテ留置の適志を緊
急時の静脈確保のためと長期静脈内留賓のためとに分けている。まず一刻を争う
緊急時では鎖骨下静腺が詩開的に最も速く内頚静掠穿東日は穿頼成功率がこれよ予
やや高くかっ安全であるが体動の激しい不穏持の緊急例では行い難いこと， タト頚
静脈穿艇は中心静訴までカテを進めるのが困難な例が多いが拐心者が静寂確保の
目的に用いるのには適しているなどそれぞれの経蕗の特徴が論じられている。長
期留置を昌的とする CVカテについては緊急例とは違った経路選択が与えられ，
この場合の最も重要な適誌である静都庄灘定と高カロリー輸液について概設され
ている。また小児科領域の CVカテは挿入，管理とも成人例とは異った特別の記
患を必要とするので， これにつき特に数頁をさき詳述しているので読者にとり大
いに参考となろう。第 3章では末檎静訴穿刺針， 静E車内習量カニューレ， 静脈切
開法など?こ触れ静脈内留量カニューレが長期輸液や高カロヲー輪液には合併症発
生頻度の直から CVカテにおとるとし，またカテーテル揮入法としては感染や血
詮形成の点で経皮的穿刺に劣る静脈切開法については成績の向上のためのいくつ
かの手技上の提案をおこなっている。現在 CVカテ挿入部{立として (1)尺側史
静脈 (2)外頚静脈 (3)内頚静寂 (4)投静脈が知られているが第4章ではこれら
の鵜入経路の特徴と耗入法の実際につき解説している。第5章では CVカテの材
質についてふれ， シリコーンで表雇加工したポリエチレン製カデーテルを推奨し
ているが， わが国で中心静脹栄養に繁沼されているシジコ}ンラパーカデーテル
についての経験はないらしく，これに関する記述がみあたらないのは残念である。
第7章では CVカテ留置iこまつわる合併症とされている血栓形成，塞栓，血栓性
静脈炎，欺車症などの発生頻度， 臨床橡， 予訪対策などを各科入経路!d!Jにわけ論
じている。本書によれば設静旗は感染および血栓形成の上から CVカテ需入経路
として好ましくなく尺髄静脈は需入そのものが最も安全な刺入点とし初心者に向
き， この意味では鎖骨下静膜は経験者向き， あるいはその指導のもとに行うべき
であ孔 内頚静脈はこれまで比較的かえ歩みられることが少なかったが安全性と
成功率の点で、将来性のある方法としている。 さらに最も重第とみなされているカ
テーテル塞栓を迷入部よ歩取り出すために工夫された種々の静脈カテーテルが示
されている点は興味深い。第8章では死因としての CVカテ審置を書j見所見よ担
論じているが， カテーテノレ留置により必発する血栓と死因との因果関イ系は見出し
難く， 霊かに賄動部塞栓に対する致命的組菌感染の可能性を指摘するにとどまっ
ている。最後に第9章では，これまで、の記述をまとめ CVカテ留置の実擦の指針
として (1)適応 (2)カテーテル材質 (3)耕入部位の選択 (4)手技 (5)審置カ
テー テノレ管理 (6)抜去時の詮意 (7)一般的注意事項 (8)特殊な窓用例にわけ要
訳し実地の震に保している。
本書には救急医療，麻酔，集中医療時の CVカテを中心とする著者らの経験に
加えて 496編におよぶ文献の引用による CVカテ全般にわたる総括的な知識が譲
歩こまれているため初心者はもちろんのこと。あるていど CVカテの経験を持つ
者にとっても有意義な知識と反省を与えてくれる良書である。(真島吉也〉
〔千葉涯学 54，224，1978J 
